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糖尿病性腎症における八味地黄丸の影響
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　【目的】糖尿病性賢症 は，1998年より透析導入患者の 第 1位 となっ た原疾患で ．その 効果的な治療薬

の 開発が 求め られ て い る 。 先 に ，演者らは糖尿病性腎症の 発症 ・進展に重要な役割を果 た して い る

advanced 　glycation　endproducts （AGEs ）の 産生抑制 を指標に ス ク リーニ ン グ試験を行ない ，活性の認め

られた 4方剤 につ い て，さ ら に糖尿病性腎症 ラ ッ トを用い 検討 し，
これ ら方剤はい ずれも特徴ある効

果 を示す こ とを明らか に した
1
  本研究 で は，こ れ ら4方剤の 中で糖尿病患者に 用 い られ て い る 八味

地黄丸 に つ い て検討 した 。

【方法】Wistar系雄性 ラ ッ トに 3／4腎摘 を施 し，　streptozotocin （STZ ）（25　mg ！kg 体重，　i．p．）を 投与 し，糖

尿病性腎症 モ デ ル を作製 した 。 八味地黄丸 （50，100，200mg ！kg 体重1日）は 15週間経口投与し，3週間

毎に 血中，尿中の 生化学的パ ラメ ー
タ
ー

を，15週目で は血中，尿中の 生化学的パ ラ メ ーターと腎組織

中の AGEs
，
　sorbiIol

，
　mttlondialdehyde （MDA ），組織学的評価を行な っ た 。

【結果】高血糖状態は八 味地黄丸投与群で 低 ドし，12週，15週目で は dose−dcpendentに低下 して い た 。

血清尿素窒素，　glycosylated　protein，　TG ，総 コ レ ス テ ロ ー
ル ，　MDA も八味地黄丸投与群で 有意 に低下 し，

逆に ア ル ブ ミ ン が増加して い た 。 またモ デ ル ラ ッ トで増加 して い た尿蛋白排泄量は
，
八 味地黄丸投

与初期よ り低下 し，低下して い たCcrは．．ヒ昇 し，15週 目では非投与群 よ り60％ も上昇 して い た 。

一
方，

腎組織中の AGEs ，　sorbitol，　MDA レベ ル は モ デ ル ラ ッ トで 高値をポ して い たが ，こ れ らは い ずれ も八

味地黄丸投与群で低下 してい た 。 腎組織学的所見で は，モ デ ル ラ ッ トにおい て糸球体に びまん性病

変や結節性病変が出現 して糸球体硬化を引き起 こ し，尿細管 ・間質病変も認 め られ た が ，八味地黄丸

投与群では こ れ ら所見の 悪化を緩和する結果が得られた 。

【結論】八味地黄丸に糖尿病性腎症の 進展を抑制する新 しい 作用を見 い 出した 。
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